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Synopsis 

 

We found oviposition on evergreen broad-leaves of Quercus glauca by Japanese gypsy moth, 

Lymantria dispar in Nara, Western Japan. Six and two egg masses of the moth were observed on the 

man-made objects and on leaf undersurface of the evergreen broad-leafed tree, Q. glauca, which were 

planted on the side of the objects, respectively. But no egg mass was found on leaf undersurface of 

Cinnamomum camphora and Prunus lannesiana Wils. cv. Sekiyama, which were also planted on the 

side of the structures. The number of egg masses laid on the man-made objects was three times larger 

than that on leaf undersurface of Q. glauca, but this difference was not statistically significant ones. 

Relative light intensities at the site of oviposition on the man-made objects and on leaf undersurface 

of Q. glauca were significantly lower than those on leaf undersurface of C. camphora and P. 

lannesiana Wils. cv. Sekiyama. These results suggested that Japanese gypsy moth select the man-made 

objects and leaf undersurface of Q. glauca, where relative light intensities was lower than leaf 

undersurface of C. camphora and P. lannesiana Wils. cv. Sekiyama as their oviposition sites.  
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1．緒  言 

  マイマイガ Lymantria dispar L.は日本、

朝鮮半島、中国、ヨーロッパ、北アフリカに

まで広く分布し、各種広葉樹から針葉樹に

至る様々な樹木を食樹とする広食性の種で、

北アメリカに侵入して森林に甚大な被害を

与えたことから 1,2,3)、世界の侵略的侵入種

ワースト 100 に選定されている 4)。 

 2013 年の春、本種の幼虫が近畿大学奈良

キャンパスを含む奈良県や大阪府などの広

域で大発生し、キャンパス内では調整池周

辺のサクラと里山の樹木に甚大な被害を及

ぼした。しかし同年６月に突如大量死し、そ

の翌年以降は、僅かしか幼虫が見られなく

なった 5)。マイマイガの大発生は世界的に

は約 10 年周期で起こるといわれているが

1,2,3)、南西日本においては明確な周期性は見

出されておらず、大発生後５年を経過した

現在に至るも未だに目立った増加傾向は見

出されていない 6)。 

 マイマイガの卵塊数の年変動は、本種の

発生状況の指標として用いられ、またマイ

マイガの卵塊の除去は、本種の防除を行う

上で効果的な方法の１つとされる 2,3)。し

たがって、マイマイガのモニタリングと防

除を行なって行く上で、本種がどのような

場所に産卵をするのかを把握することは重

要なことである 3,7,8)。マイマイガの産卵場

所は実に様々で、宿主となる樹幹上の他、

野外の様々な人工構造物への産卵も知られ

ており、船舶や貨物への産卵は貿易上でも

問題となっている 7,8,9)。森林内におけるマ

イマイガの産卵場所選択に関して行われた

これまでの研究から、落葉広葉樹林帯では 

主に宿主樹幹上で卵塊が観察される 10) の

に対し、常緑広葉樹林ではアラカシ

（Quercus glauca Thunb.）やツバキ

（Camellia japonica L.）などの葉の裏側で

卵塊が見出される傾向があると報告されて

いる 7,8)。マイマイガ が常緑広葉樹の葉の

裏側に産卵した事例は過去に京都でも目撃

された例があるものの 7)、まだ知見が限ら

れており、さらなる知見の集積が必要とさ

れる。 

近畿大学奈良キャンパスでは、マイマイ

ガは樹幹上よりも野外施設の天井や壁面、

柱などの裏側のような人工構造物で産卵が

観察される傾向が見出されていたが 6)、

2018 年にはアラカシの葉の裏面にも産卵

が確認された（図１）。したがって、これ

らの産卵場所の特性について調べることに

より、ツバキなどの常緑樹の葉の裏側から

人工構造物までの多様な場所での産卵行動

を説明する統一的な要因を見出すことがで

きる可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．アラカシの葉の裏側に産み付けら

れたマイマイガの卵塊（2018 年 7

月 17 日撮影）  

 

澤畠・井上（2018）は野外施設において卵

塊のあった場所は、いずれも直接光の入ら

ない薄暗い場所であったことを指摘してい

ることから 6)、本研究では、近畿大学奈良キ
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ャンパスにおいて 2018 年に卵塊を見出し

た野外施設の産卵場所と常緑樹種の葉の直

下、さらに同所的に存在しながら産卵の観

察されなかった常緑樹種と落葉樹種の葉の

直下とで、相対照度を比較し、産卵木として

の常緑樹の位置付けを行なった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．アラカシの葉と通路シェルターの木 

製柱へのマイマイガの産卵状況大 

きな白丸は野外施設での産卵箇所、 

小さな白丸はアラカシの葉の裏側へ 

の産卵箇所を示す。 

 

 

2．材料及び方法 

マイマイガの調査は 2018 年 5 月〜6 月に

は週１回３時間ほどキャンパスを踏査して、

卵塊および幼虫の分布調査を行い、それに

より見出したマイマイガ幼虫発生場所の近

辺を 2018年 7月から 8月 20日まで週 2回、

３時間かけて踏査し、澤畠・井上（2018）を

参考にマイマイガの卵塊数をカウントした

6)。人工構造物への産卵数と常緑樹への産卵

数は、二項検定により比較検討した。さらに

2017 年および 2018 年に卵塊が見出された

野外施設の産卵場所と常緑樹種の葉の直下、

さらに同所的に存在しながら産卵の観察さ

れなかった常緑樹種と落葉樹種の葉の直下

の相対照度を照度計（LX-1332D, CUSTUM 

Co.）により計測し、得られたデータから相

対照度を算出し、ノンパラメトリックの分

散分析（Kruskal-Wallis test）と多重検定

（Steel-Dwass test）により相対照度の差異の

有意性を検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

3．結   果 

本年度キャンパス内においてマイマイガ

の幼虫が多数観察されたのは食堂の周囲の

フジ棚のみであり、このフジ棚を中心に見

出された卵塊数は合計８個であった（表１）。

昨年マイマイガの産卵が確認されたイネー

ブルガーデン、講義棟および研究棟、調整池

の周辺の展望台では新たな卵塊は見出され

なかった。これらの３箇所は、昨年確認した

卵塊を全て除去した場所であった。 

 アラカシの葉の裏側への産卵（図１）は食

堂と講義棟の間の木造の通路シェルターを

挟んで２本ずつ植栽されている４本のアラ

カシのうちの１本のみで観察され（図２）、

このアラカシに面した通路シェルターの内

側には３つの卵塊が見出された（図２）。ア

ラカシで見出された卵塊数２個と人工施設

（食堂と通路シェルター）で観察された卵

塊数 6 個とでは単純計算では３倍ほどの差

があるが、これ１：１とみなした期待値(＝
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４：４)とを２項検定により解析したところ

有意な差は見出せなかった（p>0.05）。この

野外施設の周囲には、アラカシのほか、クス

ノキとボタンザクラ（カンザン）の植栽がな

されているが、これらの２樹種の葉の裏側

や幹には卵塊は見出せなかった（表１）。 

アラカシの葉の直下の相対照度は野外施

設と同様に低く、これらの値はクスノキと

ボタンザクラより有意に低い値を示した

（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

図３．マイマイガの産卵場所および非産卵 

場所の相対照度の違い 

黒い棒グラフは産卵場所および産卵

場所となり得る樹種、白い棒グラフは

産卵が観察されなかった樹種を示す。

エラーバーは標準偏差値、異なるアル

ファベットは統計学的有意差を示す

（p<0.05）。 

 

 

4．考    察 

  昨年の調査 6)で確認した 10 個の卵塊に

引き続き、今年度の調査では８個の卵塊を

確認できた（表１）。しかし、昨年度マイマ

イガの卵塊を確認し、これらを除去した３

箇所では卵塊が見出せなかった。したがっ

て、この２年間でキャンパス内のマイマイ

ガ の卵塊数には大きな変化はないが、発生

場所自体は昨年の卵塊除去の影響もあり減

少したこととなる。この事実は、マイマイガ

の卵塊の除去が本種の有効な防除方法の一

つであることを支持するものである 2,3)。 

 常緑広葉樹の葉の裏側へのマイマイガ 

の産卵は、これまで広島県と兵庫県におい

て研究され、広島ではアラカシが最も多く、

兵庫県ではアラカシはツバキに次いで２番

目に多くの卵塊が見出されている 7,8)。本キ

ャンパスでは、通路シェルターの脇にはア

ラカシとクスノキとボタンザクラが植栽さ

れていたが、これらの３樹種でマイマイガ

の卵塊が見られたものはアラカシのみであ

った。本研究においてアラカシから見出さ

れた卵塊数は２個のみであったが、通路シ

ェルターと食堂の２つの野外施設に産みつ

けられた６つの卵塊との間に有意差はなか

った（二項検定：p=0.61）。卵塊数の偏りが、

マイマイガの産卵場所選択の結果と考える

なら、アラカシは野外施設と同等に選択さ

れたこととなる。澤畠・井上（2018）は、マ

イマイガ の産卵した野外施設内は、直接光

の入らない薄暗い場所であったことから 6)、

薄暗い場所をマイマイガが産卵場所として

選択していることを示唆した。本研究で実

際に相対照度を計測すると、卵塊のあった

アラカシと野外施設内は同等に低い値を示

し、さらに産卵が見られなかった２樹種は

これらより有意に高い値を示したことは、

澤畠・井上（2018）の仮説 6)を支持するもの

である。Sasaki et al. ( 2016)は、産卵木とし

て選択された樹種は葉の面積と重さに有意

な関係があることを示したが 8)、このよう

な尺度では樹種選択の説明はできても、人

工構造物への産卵について説明は難しい。

これまでに行われてきたマイマイガの産卵

場所選択についての研究はいずれも樹種選

相
対
照
度

％
a

a

b

b
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択性について、地上からの高さや胸高直径、

方角、葉の形状、樹種等を比較検討し論じた

ものばかりであった 7,8,10,11,12)。しかし Sasaki 

et al. (2016)の報告では、マイマイガによる

産卵は、調査林分の北半分でツバキの木が

密集している場所で行われたことが結果に

示されていることから 8)、このツバキの樹

下が薄暗くなっていることは容易に推察で

きる。本研究では、まだ一時例ではあるが、

相対照度を尺度としてアラカシおよび人工

構造物への産卵傾向を一部、説明すること

ができた。マイマイガ は夕方から産卵前行

動を開始し、産卵場所に移動、夜間に産卵を

開始して日中は休止しながら数日間にわた

り断続的に産卵を行う 13, 14)。暗くなる前に

産卵前行動を行うことで、産卵する場所と

して、より暗い場所を選択して移動するこ

とは可能であると考えられる。マイマイガ

の産卵場所の選択は Higashiura (1989)や

Sasaki et al. (2016)などの研究から鳥等の天

敵の回避というメリットがあると報告され

ている 8,10)。相対照度の低い場所は物陰とな

っており、視覚で餌を探す鳥類に対する被

食回避に繋がっている可能性がある。今後

は、相対照度と鳥類等の天敵の回避との関

連性について、研究する必要がある。 

本研究において、常緑広葉樹がマイマイガ

の産卵場所となるかどうかは樹種により異

なる傾向が観察されたが、これは Jikumaru

（2013）と Sasaki et al.（2016）の報告と同

様である 7,8)。本調査地で産卵場となった常

緑広葉樹であるアラカシは、産卵数も人工

構造物と遜色は無く、相対照度から見ても

同等に薄暗い環境であって、産卵場所とは

ならなかったクスノキはアラカシと比べて

有意に明るいという結果が得られた。今後

は、マイマイガの産卵樹種の選択要因とし

て相対照度に着目した研究を進め、その有

効性の検証を行っていく必要がある。 
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7．要 約 

2018 年の奈良キャンパスにおけるマイマイ

ガ の卵塊調査の結果、野外施設（通路シェ

ルター）で６つの卵塊が見出され、その隣に

植栽された常緑樹アラカシの葉の裏で２つ

の卵塊が見出された。常緑樹であるクスや

落葉広葉樹であるボタンザクラの２樹種も

同じ施設に隣接して植栽されていたが、こ

れらの樹上には卵塊は見出されなかった。

マイマイガ の卵塊の見出された野外施設

及びアラカシの葉の裏側の相対照度は、ク

スとボタンザクラの葉の裏よりも有意に低

い値を示した。  
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